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※
 こ
の
画
像
は
技
術
提
案
書
に
描
か
れ
た
完
成
予
想
図
で
す
。

　
 実
際
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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那
智
勝
浦
町
立
温
泉
病
院
は
、

昭
和
　
年
の
開
院
か
ら
　
年
が
経

３９

５１

過
し
ま
し
た
。
経
年
に
よ
る
施
設

の
老
朽
化
は
著
し
く
、
特
に
電
気
・

空
調
な
ど
の
設
備
は
、
補
修
の
繰

り
返
し
で
何
と
か
維
持
し
て
い
る

状
況
で
す
。
加
え
て
、
施
設
が
狭

い
た
め
、
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

へ
の
配
慮
な
ど
、
多
様
化
す
る
医

療
需
要
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対

応
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
３

連
動
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、

現
病
院
は
津
波
の
浸
水
想
定
区
域

に
位
置
し
、
建
物
の
耐
震
性
も
十

分
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
災
害
時
や

非
常
時
の
傷
病
者
の
受
け
入
れ
や

対
応
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、
機
能
性
・
安
全
性
・

防
災
性
の
高
い
病
院
の
建
設
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
立
病
院
の
使
命
で
あ
る
地
域

に
密
着
し
た
医
療
を
推
進
し
、
内

科
や
整
形
外
科
は
も
と
よ
り
、
従

来
か
ら
取
り
組
む「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
療
」の
提
供
体
制
を
強
化

し
ま
す
。
こ
の
拠
点
性
を
高
め
る

こ
と
が
、
県
の
「
地
域
医
療
再
生
計

画
」
に
も
う
た
わ
れ
て
お
り
、
新

宮
・
東
牟
婁
の
地
域
医
療
に
お
け
る

当
病
院
最
大
の
使
命
と
な
り
ま
す
。

　
患
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
家
族

の
生
活
の
質
を
も
改
善
す
る
医
療

は
、
高
齢
化
が
進
行
す
る
な
か
、
そ

の
需
要
と
必
要
性
は
今
後
ま
す
ま

す
高
ま
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
新
病
院
の
診
療
科
目
は
、
内
科
・

整
形
外
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
・
眼
科
の
４
科
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
建
設
コ
ス
ト
の
大
幅
な
削

減
を
契
機
と
し
て
、
常
勤
医
の
確

保
を
念
頭
に
、
診
療
科
に
お
け
る

連
携
及
び
採
算
性
、
患
者
数
の
将

来
変
動
の
見
通
し
な
ど
を
考
慮
し
、

見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。

　
そ
の
他
の
診
療
科
の
機
能
に
つ

い
て
は
、
新
宮
・
東
牟
婁
地
域
に
お

け
る
当
病
院
の
役
割
と
機
能
分
化

の
観
点
か
ら
、
地
域
の
基
幹
病
院

で
あ
る
新
宮
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
た
医
療
機
関
に
担
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
病
床
機
能
に
お
い
て
も
、

急
性
期
を
担
う
新
宮
市
立
医
療
セ

ン
タ
ー
等
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

化
し
て
い
き
ま
す
。
高
齢
化
に
伴

い
、
回
復
期
機
能
へ
の
需
要
は
今

後
ま
す
ま
す
高
ま
り
ま
す
。
当
病

院
は
、
回
復
期
と
慢
性
期
の
医
療

を
担
い
、
地
域
完
結
型
の
医
療
を

め
ざ
し
ま
す
。

特　

集
新病院ってどんな病院？
　　　　  どうして必要？

　平成２２年に動き出した新病院建
設事業。５年の歳月を経て、事業
は本格スタートを切りました。
　このページでは、新病院建設の
必要性や地域医療における役割な
どについて、お知らせします。

はじめに

地域医療で新病院が
担う役割は？

新病院の
診療科目は？

装具と歩行器を用いたリハビ装具と歩行器を用いたリハビリリ

上肢機能の改善に向けた作業療上肢機能の改善に向けた作業療法法



　
普
通
、
診
療
科
は
臓
器
別
に

な
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
専
門
店

で
、
守
備
範
囲
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
コ
ン
ビ
ニ
は
そ
う
で
は
な
く
、

お
客
様
の
都
合
に
合
わ
せ
て
品
揃

え
を
し
ま
す
。
同
様
に
リ
ハ
ビ
リ

は
、
患
者
様
の
都
合
を
優
先
し
た

「
患
者
第
一
主
義
」。
全
身
を
診
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
で
す
か

ら
リ
ハ
ビ
リ
は
全
身
の
医
学
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の

目
標
は
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
」
で
す
。

Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
は
「
生
活
、
人
生
あ
る
い

は
生
命
の
質
」の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
脳
卒
中
後
の
麻
痺
が

原
因
で
歩
け
な
く
な
り
、
失
業
し

た
な
ど
、
病
気
や
け
が
で
生
じ
た

障
害
（
生
活
上
の
不
自
由
や
不
利

益
）に
よ
っ
て
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
大
き
く
損

な
わ
れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
手
段

を
使
っ
て
少
し
で
も
高
い
レ
ベ
ル

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
実
現
し
、
充
実
し
た

満
足
感
の
あ
る
生
活
を
再
獲
得
す

る
た
め
の
過
程
が
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。

　
町
立
温
泉
病
院
が
、
新
宮
・
東
牟

婁
地
域
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
の
拠
点
と
し
て
、
患
者
様
の

み
な
ら
ず
、
ご
家
族
様
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

再
獲
得
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
人
間
は
じ
っ
と
し
て
い
る
と
弱

り
ま
す
。
ど
ん
な
に
屈
強
な
若
者

で
も
、
じ
っ
と
し
て
い
る
と
弱
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
　４０

年
以
上
前
に
航
空
宇
宙
医
学
で
証

明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
９
７
０
年
に
打
ち
上
げ
ら
れ

た
ソ
ユ
ー
ズ
９
号
。
二
人
の
宇
宙

飛
行
士
が
、
当
時
の
世
界
記
録
で

あ
る
　
日
間
に
及
ぶ
宇
宙
滞
在
を

１８

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
地

球
に
帰
還
し
た
二
人
を
見
て
、
科

学
者
た
ち
は
愕
然
と
し
ま
す
。　１８

日
間
の
無
重
力
状
態
が
筋
力
を
衰

え
さ
せ
、
自
力
で
立
ち
上
が
れ
な

い
ほ
ど
弱
っ
て
い
た
の
で
す
。
衝

撃
を
受
け
た
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ（
米
航
空
宇

宙
局
）は
あ
る
実
験
を
し
ま
す
。
健

康
な
志
願
者
を
募
り
、
ベ
ッ
ド
で

安
静
に
す
る
生
活
を
し
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
筋
力
が
　
％
も
落
ち

３０

ま
し
た
。

　
選
び
抜
か
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト
で

あ
る
宇
宙
飛
行
士
が
　
日
間
で
立

１８

て
な
く
な
る
の
で
す
か
ら
、
普
通

の
お
年
寄
り
が
、
２
週
間
も
寝
付

く
と
歩
け
な
く
な
る
の
は
当
然
な

の
で
す
。
辛
く
て
も
早
く
リ
ハ
ビ

リ
を
始
め
、
運
動
機
能
と
心
肺
機

能
を
強
化
す
る
こ
と
が
決
定
的
に

重
要
で
す
。

　
私
は
、
安
静
は
麻
薬
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
安
静
に
し
て
い
る
と

き
は
、
気
持
ち
よ
く
て
い
く
ら
で

も
浸
っ
て
い
た
く
な
り
ま
す
が
、

確
実
に
心
身
と
も
に
蝕
ま
れ
て
い

き
ま
す
。
ま
さ
に
麻
薬
で
す
。

　
対
し
て
、
運
動
は
万
能
薬
で
す
。

で
す
か
ら
、
患
者
さ
ん
に
は
診
断

の
上
、
た
と
え
痛
く
て
も
無
理
を

し
て
も
ら
い
ま
す
。
逆
に
言
う
と

無
理
し
な
い
よ
う
な
リ
ハ
ビ
リ
で

は
効
果
は
出
ま
せ
ん
。

　
か
つ
て
病
院
か
ら
退
院
す
る
と

き
は
車
椅
子
で
帰
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
退
院
の
と
き
は
「
歩
い

て
帰
る
」を
普
通
に
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
患
者
さ
ん
で
農
業
を
さ
れ
て
い

る
方
か
ら
、「
も
う
辞
め
よ
う
と
思

う
の
だ
け
ど
」と
い
う
ご
相
談
が
よ

く
あ
り
ま
す
。
私
は
、「
ど
う
せ

だ
っ
た
ら
、
死
ぬ
ま
で
農
業
し
ま

せ
ん
か
」と
お
話
し
し
ま
す
。
農
作

業
も
運
動
と
考
え
る
と
、
動
的
運

動
と
静
的
運
動
が
混
ざ
っ
た
良
い

運
動
で
す
。
ぜ
ひ
生
産
的
な
農
作

業
は
続
け
て
く
だ
さ
い
。

Interview ～ リハビリとは ～

「安静は麻薬」「運動は万能薬」

和歌山県立医科大学リハビリテーション医学　教授
スポーツ・温泉医学研究所（町立温泉病院内）所長

田島　文博（たじま・ふみひろ）先生

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
は
コ
ン
ビ
ニ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
が
目
指
す
も
の

歩
い
て
退
院
す
る

リ
ハ
ビ
リ
を

よ
く
あ
る
相
談

〜
運
動
と
農
作
業
〜

　
脳
血
管
障
害
は
、
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出
血
に
代
表
さ
れ
る

脳
の
病
気
の
総
称
で
す
。
病
後
に
麻
痺
や
言
語
障
害
な
ど
が
残
る
こ
と

が
多
く
、
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
に
は
『
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
カ

ギ
』
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
に
つ
い
て
、

田
島
先
生
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
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設計と施工を一括発注
　本町では初となる「公募型プロポーザル方式」により、設
計と施工を一括で請け負う事業者を選定しました。
○ 契約先　　株式会社鴻池組 大阪本店
○ 契約金額　32億4000万円（消費税相当額含む）
○ 構造規模　鉄骨造4階（一部5階）建
○ 病床数　　120床

　

　

今後のスケジュール
　　

　平成28年8月までに設計の見直しを完了し、同年9月から15ヶ月の工期で本体工事を行う予定です。そ
の後、新病院への引っ越し・開院準備を行い、平成30年3月に開院する見込みとなっています。
　なお、施工にあたっては、仮囲いによる騒音・粉じん対策や交通安全対策に十分配慮してまいります。

建設場所

  新病院建設事業の概要

　目的物（今回でいう病院の設計と施工）に対す
る企画を提案してもらい、その中から最も優れた
提案者を選定する方法です。
　通常の競争入札と違い、価格に加えデザインや
利便性など、様々な視点での審査が行われます。

「プロポーザル方式」とは
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事業契約を受け、10月30日に記者発表を行いま
した。（イメージ図を示す寺本町長(左)と山本院
長）
◎ 山本院長のコメント
「地域住民の皆様方の心に寄り添うような、安心・
安全で信頼される病院を目指します。」

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度

本体工事
（15ヶ月）

移転
準備

設計見直し
（11ヶ月）

○ 位置　　　大字天満1185番地4
○ 敷地面積　約18,700平方メートル
○ アクセス　
　電　　車…紀伊勝浦駅から徒歩7分
　町営バス…国道役場横バス停から徒歩5分
　（開院に合わせて新病院にバス停設置予定）
○ 津波に対する心配は？
　造成が完了した建設地は、考えられる最悪の
規模である「南海トラフ巨大地震（マグニチュー
ド9.1）」でも浸水しない想定です。

消防本部から撮影した建設地

開　
　

院


